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フィリピン海プレートで発生するスラブ内地震の高振動数成分の励起特性

The high-frequency wave generation for the intra-plate earthquakes in the Philippine sea
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1993 年釧路沖地震や 2001 年芸予地震に代表されるスラブ内地震の特徴の一つとして、プレート境界地震などと

比較して、震源での高振動数成分の励起が強いことが挙げられる。池田・他(2002a, 2002b)は、各々北海道、東北

地域のやや深発地震を対象とし、震源スペクトルの観点からそれらの高振動数成分の励起特性を検討している。そ

の結果、(1)北海道、東北地域のスラブ内地震のストレスドロップ⊿σはプレート境界地震より有意に大きいこと、

(2)中小規模(マグニチュード MJ約 5～6)のスラブ内地震の⊿σにはある程度のばらつきが見られ、大規模(MJ 約 6

～7.8)のスラブ内地震の⊿σはその上限付近に分布していること、(3)北海道と東北地域のスラブ内地震に有意な

差は見られないことを示している。池田・他(2002c)は、2001 年芸予地震の本震と余震を対象に同様の検討を行い、

本震の⊿σは北海道、東北地域の大地震と同程度であり、同じく余震は北海道、東北地域の中小地震と同程度であ

ることを示している。

本検討では、芸予地震以外のフィリピン海プレート内で発生したスラブ内地震について上記と同様の検討を行

い、その高振動数成分の励起特性を、同じくフィリピン海プレートで発生した芸予地震および太平洋プレートで発

生した北海道、東北地域のスラブ内地震と比較する。

検討対象とした地震は、フィリピン海プレートで発生したスラブ内地震であると考えられている 11地震であり、

気象庁マグニチュードの範囲は MJ5.1～6.8 である。用いた観測記録は、港湾技術研究所(現 港湾空港技術研究所、

以下 PHRI と呼称)と KiK-net の地表の加速度記録である。ただし、震源距離は約 200km 以内とし、KiK-net につい

ては 5Hz 以下で表層の影響が小さいと考えられる観測点の記録のみを用いた。震源スペクトルの高振動数域の振幅

レベルの評価方法は池田・他(2002a～c)と同様とし、以下に示す。各地震の加速度震源スペクトルは、その包絡形

が高振動数域で一定のω自乗モデルであると仮定する。表層の影響が小さいと考えられる観測記録の加速度フーリ

エスペクトルの高振動数域に見られる低減が全て伝播経路の Q値の影響によると仮定して、その傾きから Q値を評

価する。各記録から評価した Q値と震源距離 Xの回帰式を評価し、これを全ての観測記録に適用して Q値補正を行

う。加速度震源スペクトルの加速度一定の高振動数域を包絡するレベルを高振動数レベル MHF と定義する。KiK-net

の記録については、5Hz 以下では表層の影響が小さいと判断して、加速度震源スペクトルの 1～5Hz の'平均値+1σ

'を MHF とする。PHRI の記録については、表層の影響が含まれたまま評価した加速度震源スペクトルの 1～10Hz の

'平均値+1σ'を M'HF とする。KiK-net と PHRI に共通して観測記録が得られている地震から M'HF/MHF 比を求め、

これを PHRI のサイト特性とする。KiK-net の記録がある場合には KiK-net のみの平均値を最終的な MHF とし、PHRI

の記録のみの地震については、M'HF を各観測点の M'HF/MHF 比で除した値を MHF とする。

評価した MHF と地震モーメント M0、⊿σの関係を池田・他(2002a～2002c)による芸予地震本震、余震および北

海道・東北地域のスラブ内地震と比較した。中小地震(MJ5.1～6.0)の⊿σは、北海道、東北地域の同規模の地震と

同様にばらつきが見られ、かつその範囲も同程度である。芸予地震余震(MJ3.9～5.0)は、そのばらつきの下限付近

に分布している。大地震(MJ6.2～6.8)の⊿σも北海道、東北地域の同規模の地震と同様に、中小地震のばらつきの

上限付近に分布しており、芸予地震本震(MJ6.7)もこれと対応している。

以上より、フィリピン海プレートで発生するスラブ内地震の高振動数成分の励起特性は、北海道、東北地域の

太平洋プレートで発生するスラブ内地震と有意な差が見られないことが確認された。
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